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1．基 本 方 針 

おおさき花火大会は子供たちの笑顔をつくりだす夏の風物詩として地域の皆

様からの多大なるご協力のもと開催されてきました。全国的な実態調査でも、

花火を含めた日本のまつりは存続に好意的な調査結果が出ており、子供たちが

地域の伝統や文化を体験するのに欠かせないものとなっています。一方で、同

調査の問題点として、担い手として参加する意欲の低下と物価高騰による資金

難があがっています。当会議所の仲間はおおさき花火大会に熱意と愛着をもっ

ていると確信していますが、昨年の会員拡大により経験の浅い会員が増加して

いることから、主催意識の向上と経費高騰への対策を自分事として捉え、おお

さき花火大会を持続可能なものとして次世代に引き継いでいく必要があります。 

まずは、子供たちの笑顔溢れる安心安全な花火大会を開催するために実行委

員会を設置し、行政などの関係各所との綿密な連携を行うことで、円滑で効率

的な運営基盤が整います。 

そして、花火大会開催までの準備期間を全会員で邁進するため、花火大会事

業の情報共有と、花火大会の運営資金となる協賛の重要性や、実際の活動手順

について会員の理解をさらに深めることで、準備の段階から会員が花火大会事

業に参画する意識が向上します。 

さらに、おおさき花火大会を成功へ導くために、各会員が自己の役割と全体

の流れを把握する機会を設けて属人化を解消することで、各会員一人ひとりが

主催組織の一員であるという自覚を促し、会の団結力が高まります。 

おおさき花火大会は長く地域に愛されてきました。今後も市民の原風景とし

て変わらず開催されていくべきものですが、我々を取り巻く環境は日々変化し

ていきます。花火に掛ける思いは変わらずとも、時代に合わせた在り方を模索

することによって、地域そして子供たちの笑顔溢れるおおさき花火大会を次代

に継承します。 


